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九大演報（8u11．KyushuUniv．For．），72：2ト32，1995  

九州大学早良実習場におけるマツ枯れ林分の植生変化＊  

井 上  
＊＊  

抄  録  

九州大学福岡演習林早良実習場（旧早良演習林〉 におけるマツ枯れ跡地の森林植生の変  

化を明らかにするために，航空写寛と現地調査によって作成した植物社会学的植生閲にも  

とづく研究がなされた．これまで発生した多魔の枯死本に伴い，どのような植生変化が生  

じたかを面的にみるために，1981年と11年経過した1992年における植生図を比較した．  

これら植生図は，遷移初期段階に嵩常在度で存在する特徴的な5つの群落診断機群で構成  

される髄生単位で区分・教示され，各単位ごとの簡額を求め解析した．群落区分された植  

生単位は，アカマツータロマツ群乳 伐跡地および裸地，セイタカアワダチソウーススキ  

群落，アカメガシツーハゼノキ群落，タロキーアカマツ群落，ヒサカキータブノキ群落の  

6櫻輝であった．マツ枯れ跡地では，マツ枯死木の伐採・搬出作楽等の撹乱によって裸地  

化するが，短期間のうちに陽性の笹本あるいは木本植物の侵入・繁殖による植生回復が進  

行し，さらにヒサカキ一夕ブノキ群落へ遷移していくことが明らかとされた．マツ枯れ被  

審の頻発と拡大は，マツ林から自然植生である常緑広葉樹林への変化を速める大きな翠困  

であると考えられた．  

キーワード：海岸マツ林，マツ枯れ，二次遷移，植生区分，植生図化  

1． は じ め に  

福岡演習林早良実習場におけるマツ枯れ現象は，本実習場が設置された1922年（大正  

11年）においてすでに被害の発生が記録されている．以後72年間に及ぶ被害数塵をみる  

と，その動向は年により増減が認められ，年間500本以上の枯死木が2～4年にわたり継  

続発生した激寒期間は，1963年，1972年，1984年および1991年をピークとする4回が  

記録きれている（村瀬，1988；九州大学演習林，1994）．これら度盛なる被啓によって，  

かつてはタロマツ・アカマツの純林状態を呈していた林相も，現在では多数の枯死木の伐  

採と鍵材・搬出作業等の撹乱によって，各所に大小の林冠ギャップが発生した．これらギャッ  

プ内では種々の広葉樹と草本額が更新・繁茂し，森林植生は著しい変化をみせた．   

この植生変化に関するこれまで行われた調査・研究は，相観にもとづいた群落区分と構  

造を概括的に述べた池田・岡野（1985），井上（1988；1992）および井上ら（1989；1990；  

1991；1993）が行ったギャップ更新箇所における血遵の報告があるのみで，本演習林の大  

規模なマツ枯れに伴う二次遜移がどのように進行しているか，いまだ充分な解明はなされ  
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ていない．   

本研究では，マツ枯れ跡地の植生変化を明らかにするため，マツ枯れという撹乱の発生  

から経過年数の異なる群落と，マツ枯れの発生していないマツ林について植物社会学的調  

査・分析を行った．さらに，撮影時期の異なる航空写寅によって作成した植生図を解析す  

ることによって，マツ枯れ被賓がマツ林の植生変化に与える影響をマクロな視点で捉えた．   

なおこの調査の遂行にあたり，九州大学農学部附属演習林教授柿涙道審博士に多大の御  

助言を賜り，また現地調査においては，同演習林軍務部の田中玄三氏，高橋 遊民∴学良  

実習場の中島裁介氏，宗 光雄氏，中島栄子氏，田中キヨキ氏に御助力を戴いた．ここに  

厚く感謝します．  

2． 調査地と方法  

2．1．調査地の概況   

調査地である九州大学早良実習場は，博多蒋の一部を占める今津湾に面する北側の海岸  

部を除き周辺はすべて市街地で，全域が防風保安林に指定されている．林相はクロマツを  

主体にアカマツおよび種々の広策樹が混生した森林であるが，群落上層のタロマツとアカ  

マツは，1970年代以降のマツ枯れ被率の激化により，胸高直径40cm以上の大径木は著し  

く減少した（柿原，1984；1991）．このようなマツ枯れ跡地に対して，保安林維持の目的  

からこれまで贋々クロマツ笛カミ植栽されてきたが，それは主に国道から北側の海岸部で，  

調査地が存在する内陸部は，大部分が天然更新に委ねられてきた．このため被啓木の伐採・  

搬出後の林冠ギャップ下には周囲のマツ林と林齢の異なる常緑あるいは落葉広葉樹林や草  

地が成立している．調査林分は，国道202母線より南側の内陸部にあたる両横22．8haの  

平坦な林地で，天然更新によってギャップの修復が進行している2林班の山部と，実験常  

畑0．9haを除く3林班全域である（図1〉．  

2．2．植生単位の抽出と植生周の作成   

まず調査地内の森林について，林相が異なり標準的な相観を呈する箇所にそれぞれ3偶  

の方形区（10mxlOmまたは20mX20m）計18個を設置し，植物社会学的調査を行った．  

これによって種組成衆・常在度表を作成し，これらを相互に比較することによって標徴櫻  

を抽出した後に，植生（群落）区分のための基本的な植生単位となる，群落上層と下層の  

憾占樫および機微橙を組み合わせた診断種群を選定した性態学実習懇談会繍，1973）．  

植生区分は調査林分全域を対象に，診断機群による植生単位への位置づけを行った．なお，  

豊原ら（1986）が広島興宮鳥のマツ林調査で用いた区分手順を参考にした．群落に含まれ  

る診断種群の塵的差異により植生単位が適ってくるので，多い種群には［＋〕印の衆示を  

付した．また，植生単位ごとのおおよその成立年数を特定するために，アカマツータロマ  

ツ群落（A）と伐採跡地および裸地（B）の両群落を除く群落において，櫻準的な箇所に  

生育している林冠構成木3本の試料木を伐採し，地際郡の年輪を数えた．   

次に植生区分された群落の経時的変化を把握するために，1981年と1992年時点の植生  

図を縮尺1／2500で作成した．1992年時の植生図は，1992年12月撮影の航空写寅（縮尺  

3000分の1）と植生調査によって植生を区分し，100m2以上の群落について図化を行っ   
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Fig．1Locationofthestudystand．  

図1嗣査林分の位幣   

た．この1992年時の植生図と航空写姦，1981年11月撮影の航空写真（縮尺3000分の1）  

との照査によって1981年時の植生図を作成した．これら植生図において，各植生単位別  

の占有面構をブラニメータ岬で計測した．以上の現地嗣査は1992年4月から9月に実施  

した．  

3． 結果と考察  

3．1．植生単位   

調査林分の植生は，遜移段階を特徴づける5診断種群によって6植生単位に区分された  

（衆1）．各植生単位の種組成と構造における特徴は次のとおりである．  

3．1．1．植生単位A，アカマツークロマツ群落 j聖Ji揖de朋gだorα一夕g花㍑ぶ〃乙捉J血相よg  

COmmllnity   

本林分の基本となる植生単位で，輝線成は診断機グループ1を童体にグループ3を混生  

している．高木層には脚部にアカマツを混じえたクロマツが優おし，亜高木層はアカメガ  

シワ，ハゼノ針，ヌルデ等の陽生樹種，低木層に天然更新したアカマツ，ハクサンボク，  

草本層にチガヤ，シャシヤンポがわずかに生育する森林である．面積的には励も広いが，   
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マツ枯れによって減少しつつある植生である．  

3．1．2．植生単位玖伐採跡地および裸地 C11tOVerl乱mdaIldI葺are area   

植生単位Aの群落上層を占めるアカマツ，タロマツがマツノザイセンチュウ病により集  

団的に枯死した林分が伐採され，材の搬出が行われた跡地で，林地が大きな撹乱を受けて  

視軸化した箇所の植生を指す．構造は高木層と亜高木層が欠落し，穫組成も診断機グルー  

プ1と3の種類うちアカマツ，タロマツ，チガヤやハゼノキ等の落葉広葉樹が少蕊，レ低木  

層と草本層に生育するのみで，ニ次遜移の初期的状態にある植生といえる．  

3．1．3．植生単位C，セイタカアワダチソウーススキ群落 蔀舶ぬ卯＝油砲ぬm－  

jlIiscL7TlthlLS SiTleT．Sis community   

植生単位Bの状態が1～3年ほど経過した箇所に出現する草地植生である．種組成は診  

断機グループ2を主体にグループ1と3を少数混生している．構造は植生単位Bに近似す  

衆1植物社会学的な植生単位を特徴づける診断種群  

TablelGroupsofdiagnosticspeciescharacterizingphytosociologicalvegetationunits・  

VegetationuniとS   

C  I〕  E  F  Diagnostic species A  

1．動転那∂川東枇椚  

J）JJ川J／／川ノ血りかJ   

血砂川痛叩頭ぬ射如var．如劇痩漬  

l7r（J（二（イJ‖■J′川か1・Jdr〟／J川J  

2．朗態α∽班耽＝流㍑放流   

助崗物M劇料鞘   

戯曲乃ざ函乃dβざα   

レ坤血了ヱ〟／～（つ川り／（）わ〝  

3．励此廟痛卵液那   

〟／＝∫ゴJ′rnて山〃川   

〝／川∫ノ∽…J／（てJ   

小りJJ山（－川／坤砧v；爪tイ坤／／川   

ド曲げ＝′川ノ小川J川川  

4．劫明地路‖棚娩   

ダねz疋βγβCぬ   

C／…J（川川〃川川（■〃川♪ノ川川   

QJ／川〃Jgん…川   

上仕丁（∫／川川ノ√ノ／叩〃ん二J川J  

5．免職玖触血痛が  

J＼㌻川／／／J川ゴ（リブ（∵〟   

CJ〃ノJ郁り‖り…川＝■桐山山九岬JJ／（川J川J   

叫り・血川山一J   

nJノ〕・直小冊血   

nm血イ（吋）lリー川～／川〃J誼止〃川  

（神／JJ坤（脚〃ノ坤（川J川∫＼′こIl■．／J川か…J†J  

Notes：A．Pinusdens沼ora㌔玩usthunbe7giicommunity，B，Cutoverland andBarearea，C・  
∫（）／J■〟r卿〟／応ご血〟－」l〃ざ川JJ／／川∫∫J〃川∫J∫C州1111しIll恒・．D．鮎7肌一触．ル∫／W′山・∫一〟J…∫川（’（■‘・血JL丁〝  
community，E．紗〝ゆ加8ざJ〝C才ゐ㌔g乃〝ぶdビガS的用COmmunity，F，助堺痛卵液劇物肌用馴鹿癖  

COmmunity．   



早良爽習場の植生変化  2.5 

るが，低木層と草本層に極陽生穫のススキや帰化植物セイタカアワダチソウが優占してい  

る．特に裸地化した箇所にはセイタカアワダチソウの純群落が，また伐採跡地には広くス  

スキ草地が形成されている．他の木本および草本額については，植生単位Bに比べて種類  

数がやや増加したものの盈的には少ない．  

3．1．4．植生単位D，アカメガシワーハゼノキ群落 肋～go若鮎ノ叩0花王C齢一児血路  

StLCCedE7Tlea COmnlunity   

伐採・搬出等の撹乱を受けてから5～15年ほど経過した林分に多く出現する落葉広葉  

樹林の植生である．種組成は診断種グループ3を主体にグループ1，2，4を少数含むも  

ので，種輝数が増え階層構造もかなり分化発達しているが，高木層は形成されていない．  

兼高木屑に陽生で成長の速いハゼノキや低木層にアカメガシワを優占する低い林で，局部  

的には小面礫にアカマツの若木が優勢な箇所も存在する．群落の特徴として，草本層にグ  

ループ4のクロキ，クスノキ，アラカシ等の耐陰性を持つ常緑広葉樹が侵入・定督してい  

ることと，グループ2の帰化植物やススキが裏返的徴俄にあって，遷移初期段階が進行し  

た状態にある．  

3．1．5．植生単位払クロキーアカマツ群落．和明沖椚相加商由一摺花猥deJばg伽柑  

eommtlmi七y   

撹乱後20年前後が経過した林分に多く出現し，アカマツを上層本に，常緑広葉樹を下  

層木に持った二段林的構造を呈したアカマツと広葉樹の混交林である．櫻組成は診断機グ  

ループ1と4を主体にグループ3の落葉広葉樹を少盛況生しており，植生単位Dのうち，  

グループ2の極陽生の草本類が欠落した植生型といえる．アカマツが高木層と亜高木層に  

優占し，ハゼノキ，アカメガシワ等の落葉広葉樹もわずかに含んでいる．低木層はタロキ  

が優勢で，他にクスノキ，アラカシ，ネズミモチ等の常緑広葉樹も優占度が比較的に高く，  

また落葉性で耐陰性のあるイヌビワも生育する．そして草本層にはグループ1のチガヤや  

シャシヤンボが盛的にやや多い林床植生を形成している．  

3．1．6．植生単位F，ヒサカキ一夕プノキ群落 戯‘ⅦαJ（岬OJ‡geα一掬柑eα偽昆花あe用言～  

CO111munity   

撹乱後25～30年が経過した林分に出現し，群落の上層木と下層木の樹種がばとんど常  

緑広葉樹から構成されている．近年，特に海岸線より離れた内陸部に拡大しつつある森林  

植生である．稜線成は診断種グループ4と5の2群からなり，高木層はタブノキが優占し，  

クロキやヤマモモを浪じえ，東商木屑にはクスノキ，シロダモ，ヤプニッケイ等のクスノ  

キ料簡種とアラカシを含んでいる．低木層は耐陰性の強いヒサカキが憾占するほかに，ネ  

ズミモチやイヌビワも生育している．草本層には，この地域の沿海部における極相林の一  

種であるムサシアブミ一夕ブノキ群集（宮脇ら，1989）の林床によく出現するテイカカズ  

ラやナガバジャノヒゲといった極めて耐陰性のある機も盟約に多く存在し，遷移中期段瀾  

の植生といえる．   
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E蟄 F騨G盟  しegend：A  

Fig．2 Phytosociologicaivegetationmapsin1981and1992．  
1－egend：＾．P［7t］（∫（l（・））束／7（））T］－Pi）t［（S／）t（（）tb（リ㍗I／co11111111［lit）r，B．Cuto＼・でrlandこIndlミTIt・C  

三汀e；l，じS（｝／晶御用／応∫／川′ト〃J∫（・〝〃〟＝＝／〃川∫／∫CO111Ⅰ】1し111恒・，1）．ノl／JJ／／り／J†∫．由如諭Ⅷ－〟信′J  

S〟CCβ∠お乃g〟COmmuIlity，E．劫7㌢ゆわcβぶJ〃Cぎ（由一邦爛ざ血棚拘朋 COnlmuni仁y，F．g〟叩α  

メ卸0乃∫rα勃柑♂α～ゐ〟邦ムβ曙ブfcommtlnity，G，Experinle！1talllurSerさ′．  

図21981年と1992年の植物社会学的機園   

3．2．マツ枯れによる植生変化   

図2は，調査地において過去凝大のマツ枯れが発生し，森林の植生変化に大きな影響を  

与えたと考えられる1971年から1974年の激寮期間後7年冒の1981年時と，さらに11年  

経過した1992年時の植物社会学的植生図（以後，植生図と略記）を示した．これら爾植  

生図は，Gの実験番畑用地を除き6植生単位の群落に区分されたものを褒示したものであ  

る．1981年時の植生図は，1962年から1964年と1971年から1974年の2激賓期間を経た  

約20年間を，1992年時の植生図は，さらに1982年から1985年と1990年から1992年に  

及ぶ合計4回の数寄期間を経過した約30年間のマツ枯れ跡地における二次遷移の変遷結  

果を褒しているものと考えられる．これら2つの植生密を比較すると，すでに1981年に  

植生変化が起きていた箇所が，さらに遷移を進行させ他の群落に変化した林分と，その後   
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嚢21981年と1992年における各植生単位の商機比較  

Tabie2 Comparisonofoccupyingareasofeachvegctationunitbetwee11  

1981and1992．  

27  

1981  1992  

Vegetation ullils Area（ha）Relativearea（％）＊ Årea（ha）Reiativearea（％）  

A．摺肋＝如頑伽紆胡油断触肋痛感   

COmmunity  

B．Cutoverland arld Bal・e area  

C∴丸）／油断用裾扉棚rl抽（て川／／川∫   

ぶ〃‡e乃ぶ喜ぶCOmmunity  

D∴l山仙／附ノ‘ゅり〃J川∫－〟／＝∫   

ぶ〝CCβ血乃飽COmmurlity  

lミ．訃坤血邪／J扇〟〝一丁〕J…JJr／川可／7り川   

COlllmuniLy  

F．だJ／～叩J．両加減廿凸¶川／／JJ川／－いざJ／   

COmmunity  
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1．45  6．4  3．31  

0．11  0．5  0．81  

0．07  0，3  1．08  

22．78  100．0  22．78  

Notes：＊proportionoftheareaofeachvegetatio11unittotlletOtalarea．  

衆31981年を基準にした時の各棟生単位別の面機変化  

Table3 ChangedaIldullCh…lI鳩edareasofeachve酢tationunitill1981・  

Vegetal・iona】area（ba）  

Cilar将ed  unchanged  Vegetation units 

Å．√〉ナノ川∫血〃J（爪りTJイ）J＝／J〟削油川河   

COmmunity  

B．Cutoverla11dandBarearea  

C．5（ノ／J一血帥用侶元一川〝11ノ有川JJ／／汀バ   

正w北高cmll111＝1恒・  

Ⅰ）．〃（J／仙旧ノ坤（川J‖JJ－〟／〃付   

ざ〟CC♂（ね乃♂αCOmmunity  

E．葦y〝ゆわcoざ払cオゐ1摺乃〝ざ♂β乃ぶ沼βプⅥ   

COmmunity  

ド．n′J二l・（J．両）〃〃′（、〟イ）lリ■∫ト〟／砧扉町函   

COm111unity  

15．89（82．6）   

0．08（11．9）  

0（0）   

0．55（37．9）   

0．05（45．5）   

0．07（100．0）  

3，35（17．4）  

0．59（88．1）  

1．24（10仇0）   

0．90（62．1）   

0．06（54．5）  

0（0）  
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Notes：＊封guresparenthesizedindicatere如iveareainpercentageonthetotalare乱 22・78  

マツ林が新たに撹乱を受けた箇所とが明瞭に対応でき，遜移群落の盛（商機）的および質  

（橙組成）的変化をみることができる．   

衆2は，1981年と1992年の植生図における植生単位別の占有面櫓と両横比を表したも  

のである．これによると，基本植生であるAのアカマツークロマツ群落，Bの伐採跡地お  

よび裸地とCのセイタカアワダチソウーススキ群落が減少しており，特にÅは顕著であっ  

た．逆に，Dのアカメガシワーハゼノキ群落，Eのタロキーアカマツ群落，Fのヒサカキ一  

夕ブノキ群落が増加していた．全体としての面積比率の変化から相観的にマツ林が減少し，   
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広葉樹林が増加していることがうかがわれる．しかし，この数値は全体的な面機の増減を  

みたものであって，植生変化した各林分についての盟約あるいは質的変化を衆すものでは  

ない．   

そこで図2の植生図2枚を重ね合わせることにより，各植生単位がそれぞれの箇所でど  

のように推移したかを，変化した面構および変化しなかった商機で衆したものが衆3であ  

る．すなわち，1981年時の各植生単位が1992年までに他の植生へ盤的にどれほど変化し  

たかを，面横と両横比で示したものである．喪中，両横的に大きな植生変化として現れた  

ものは，マツ枯れが発生したAの3．35haであり，次いでCの1．24ha，Dの0．90haであっ  

たが，これらに比べ他の群落は少蕊で，特にFにおいて変化した箇所は全く認められなかっ  

た．また，（）内の商機比においては，マツ枯れを原因とするÅ以外の群落ではCが100  

％で敢も変化し易く，次にBの88．1％，Dの62．1％，Eの54．5％の幡で，Fは0％であっ  

た．この比率ほ群落の変化する程度を示すものと考えられ，CとBの逆転はあるものの，  

遷移が進行するにつれて変化率はほぼ減少していた．   

次に褒3の申で変化した部分において，実際にどの群落にどれくらいの商標が変化した  

か，その変化蕊を面積比率（％）で示したものが衰4である．この比率をみると，Aは最  

も多様な変化を示しており，中でもCへ43．0％，Dへ30．7％と比較的に多かった．BはD  

へ84．7％と高い比率で変化しており，Aへの変化は約14％であった．CはほとんどがD  

へ推移しており，他群落への変化は少なかった．Dはぎへ66．7％と比絞的に高く，Eへは  

31．1％であった．EはすぺてFへ変化していた．以上の各植生単位ごとの変化をみると，  

B→C→D→E→Fという群落の変化に方向性の存在が認められる．しかしAについては，  

発生したマツ枯れの被客種度や，1981年以前のマツ枯れ跡地の植生回復の程度発によっ  

て，種々の植生単位へ推移して行ったものと思われる．この大慶のマツ枯死木伐採や搬出  

に伴う初期の激しい植生変化は，相観的変化として，マツ林からBの裸地やCの革地，D  

の落葉広葉樹低木林といった鵬避の退行遷移を引き起こしているが，輝線成上からはBを  

表41981年から1992年にいたる各植生単位別の南棟変化  

Table4 Changesofvegetationunitsandtheirareasfrom1981to1992．  

Vegetationunitsin1981  Vegetationunitsin1992andtheirareas（％）  

A  B  C  D  E  F Totai  

A．翔偶成湘拘脾都棚用馴鹿廓   

COm111unity  

B．Cutoverlandand Barearea  13．6  
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早良実習場の植生変化  2p  

除き種額数が増加傾向にあるので，EやFへ向かって順調な遷移状態で進行していること  

が判る（Darrellβgαg．，1981）．  

3．3．マツ枯れ跡地の遷移   

マツ枯れ林分の二次遷移系列を褒1から予測した場合，Aのザイセンチエウ病で枯死し  

たマツを数次にわたり伐採・搬出するという人為的撹乱により生じたBは，その長期にわ  

たる遷移系列の申で位置づけると退行遷移相であり始原相となるもので，遜移の出発点に  

あたる系列といえる．このBから種々の遜移段階の系列を経て，福岡県北部沿海部のタブ  

ノキ極相林に向かって群落が発達・推移して行く系列が一般的である（宮脇ら，1989）と  

思われる．その遷移過程を診断種グループの種特性である常・落葉性，耐陰性，成長速度  

等を考慮すると，以下のような遷移系列が考えられる．まずAからBへ樹商と現存盛が極  

端に減少する退行遷移が起きる．このBに診断種グループ2の極陽生草本が早期にしかも  

多盛に加わって，Cの帰化植物とススキ草地になる．その徽前生樹や侵入した陽生で早  

成長のグループ3の先駆種的落葉広葉樹が低木林を形成しDに移行するが，グループ3の  

密度が低い時は，Aのアカマツ若齢林ができる，この時期になると，成長は遅いが耐陰性  

があるグループ4の常緑広葉樹も加わわり種組成が複雑化する．さらに経過すると，共に  

陽生で短命なグループ2の消滅とグループ3の衰退から，混生していたアカマツが優勢と  

なって上層樹冠を占有し，下層のグループ4も成長することによってEに推移する．さら  

にアカマツ同士の顔争やザイセンチエウ病の発生によってマツが消滅へと向かう頃から，  
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Fig．3 Schematicillustration ofthe successionalrelation＿  
Shipamo噸thevegetationul雨s．  
Notes：Baseduponthedatain1992；figuresshow  
appearance（十）ordisappearance卜）ofthediag－  
nostic speciesgrotlPSl～5inTabiel：th夏c】く1ines  
refertothetransitionwhichoccurredwithfreque王ト  
Ci盟higherthan30％パhirllineslO～30％andiIlter－  
ruptedlineslowerthanlO％．  
図3 植生単位間における遷移図式   
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グループ4の成長に加えて，新たに侵入した耐陰性がより強く高木他の極相林をつくるグ  

ループ5が優勢となりFに至る．   

しかし現実の森林では，衆4に示すような複雑な植生変化がみられた．立地と植生との  

関係をみると，本調査地全域が平坦で，斜面方位や傾斜度等の地形的要因は遜移に影響し  

ないものと考えられるので，遜移系列は植物社会学的組成と種特性にもとづき予測できる  

ものと考えられる．   

図3は，衆4の実際に変化した植生の動きを図示したものである．衆4申，30％以上の  

変化を示した経絡については太線，10から30％までは細線，10％以下は破線で衆し，ま  

た各群落がそれぞれ矢印の方向に変化した時に増減した診断種数を，増加は（＋），減少  

は（－）で教示した．その結果，遷移方向は植生単位間で複雑な動きとなった．いま10  

％以上の細線と太線だけを主な経絡とみれば，変化の方向性は，A・→B→C→D→E→F  

という大きな流れがみられるものの，3からCへの経路が不明瞭なうえに，DとFの群落  

が途中相の中心的系列として位置づけられ，直接AからCやD，BからD，Dから直接F  

へと向かう方向も認められた．AとDについては，相対的な密度差により出現する群落で  

あることから生態的同位（Ecologicalequivalence）の関係にあると考えられる．   

次に主な経路における診断機数の変化をみると，A・B間では種数に変化がなく，遷移  

系列が総てC・Dに向かう場合には増加傾向を示し，逆にDからEやぎ，またはEからF  

へは減少した．これは，種組成の貧弱なAが破壊され，林床の光輝墳が改薯されたCやD  

では，多種類の陽生植物が侵入し，他の群落よりも構成する種数が多くなるためと考えら  

れる．EとFについては，常緑広葉樹が優勢となり，林内の光強度が低下するため陽生種  

群が減少し，株数が減少したものと考えられる．先に指摘したように，B・C・Dが相観  

的な退行遷移相ではあるが，質的には穫組成が豊かなこれらギャップ更新箇所を核（井上  

ら，1990）として，林分全体がEからFへの耐陰性樹種群の増加過程を経て，将来はタブ  

ノキが優占する沿海健の常緑広葉樹極相林に遷移していくことが予測される．今後，本地  

方の沿海他に存在する多くのマツ枯れ林分における群落の穂組成と盛に関する資料収集を  

より広く行うとともに，長期間における植生変化についての経時的調査を行う必要がある．  

4．お わ り に  

本論文は，九州大学早良実習場の海岸マツ林におけるマツ枯れ跡地の植生変化とその遜  

移系列を，種組成にもとづいた植物社会学的な植生図化の研究により明らかにしたもので  

ある．作成した植生図は，プロット調査資料から抽出された診断種群の組み合わせから識  

別された植生単位で図示されたもので，1981年と1992年における植生変化の状態を，盛  

としての面横と質としての磯組成両面から的確に記録・識別できる利点を有するものであ  

る．今回，この2つの植生図を時系列的に比較解析した成果，規格生のプロット調査だけ  

から得られる局部的な解析結果により判定する遷移系列の成果とは異なり，過去から現在  

までの時間軸に沿って調査林分全域に起きている遷移系列における群落の種輝と位麓づけ，  

群落変遜の方向性，またそれに伴う種組成の変化等を明確に示すことができた．特に枯れ  

マツの伐採・搬出作紫は，森林植生に急激な退行遜位を一時的にもたらすが，被賓跡地に  

数多く発生したギャップ更新箇所の広葉樹輝の拡大・繁茂によって，これまでの緩慢なマ   
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ツ林の選移速度に弾みがつき，林分会体に常緑広葉樹林化を速める傾向がうかがえた．従っ  

て今後は，現在とられているマツ林の保全方法の申に，これら得られた植生遜移の資料を  

活用した進行遷移を制御する生態学的な手法の取り込みも必要と思われる．また，北部九  

州沿海部におけるタブノキ極相林へ向かう血般的な二次遷移系列と，本実習場でみられる  

遷移系列との比較研究の必要性が認められた．  
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Summary 

Phytosociological vegetation mapping was conducted in 1981 and 1992 to study the successio~~al 
change of community types(Vegetatio11 units A to F) after pine wilting damage in the Sawara 

Forest of Kyushu University in Fukuoka City. Change of the occupying area of each community 
was mainly due to disturbance by selective felling and transportation of dead pine trees. 
Consequently the great decline of any community, which showing an 13.8% decrease during the 
eleven year period, was the Pinus densflora -Pinus thunbergii community (Vegetation unit A), The 

most distinctive expansion was observed in the community type a t  an early successional stage, in the 
Mallofus juponicus -Rhus succedanea community (Vegetation unit D) ,  which sbowing an 8.1% 

increase. The transition between community types generally occurred as follows : from Vegetation 
unit A to Solidogo altissima-Miscunlhus sinensis community (Vegetation unit C) and Vegetation unit 

D ; from Cutover land and Bare area (Vegetation unit B) to Vegetation unit D ; from Vegetation 
unit C to Vegetation unit D ; from Vegetation unit D toSym/)locos Zucida-Pinus densifflora community 
(Vegetation unit E) and Ez:llryn japonica-Persea lhunbergii community (Vegetation unit F) ; from 

Vegetation unit E to Vegetation unit F. These results imply that the change in vegetation was 
caused by the progress of a secondary succession rather than a temporary retrogressive one after 
pine wilting damage. 
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